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オフィス棟
(約30,500㎡)

ホテル棟
(約14,800㎡)

スポーツ棟
(約1,400㎡) 地下駐車場他

(約16,300㎡)

◆ 建物概要

1

許諾番号：Z15LD第1310号

敷地面積： 16,287㎡
建築面積： 6,421㎡
延床面積： 62,995㎡
構 造： SRC･S･RC造
竣 工： 1993年12月

特徴：大規模複合施設｡全電化｡水蓄熱式空調・給湯システム
熱源：ターボ冷凍機3種＋地下躯体利用水蓄熱槽（4,400㎥）
その他：単板ガラス窓、FHF蛍光灯照明（当時の一般的な仕様）、

太陽光発電システム20kW
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◆ 総合改修計画の全体像

性能・機能（快適性、省エネ、BCP力）と経済性を共に高め
る『総合的価値回復改修計画』を立案。
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◆ 建物熱負荷削減（照明LED化と窓ガラスの高断熱化）

変更前（蛍光灯）

変更後（ＬＥＤ）

●3.2W/㎡
●ブロック制御
●昼光制御
●5000K

●17.6W/㎡
●ブロック制御
●4000K 北面：高透過型で昼光利用を図る

東西面：高遮熱型東西面：高遮熱型

●窓結露を抑制
●窓際の温度環境向上に伴い、
ＦＣＵの運転時間を短縮
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◆ 空調熱源再設計
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・ｽﾎﾟｰﾂ棟
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温水系統
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・ｽﾎﾟｰﾂ棟

冷水槽

ﾀｰﾎﾞ
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空冷
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水冷HP
（冷暖同時）

冷却塔

切替槽
（不使用）

温水槽

屋上

地下3階

冷水系統
・ｵﾌｨｽ棟
・ﾎﾃﾙ棟
・ｽﾎﾟｰﾂ棟
・電算室

温水系統
・ｵﾌｨｽ棟
・ﾎﾃﾙ棟
・ｽﾎﾟｰﾂ棟

屋上（スポーツ（スポーツ）棟）

1,600㎥ 2,100㎥ 700㎥ 1,600㎥ 700㎥

改修前後の熱源システムの概要
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23％縮小

ターボ冷凍機
（冷専）

ターボ冷凍機
（冷専）

ﾀﾞﾌﾞﾙﾊﾞﾝﾄﾞﾙ
ターボ冷凍機
(冷温同時/
冷専切替)

ﾋｰﾃｨﾝｸﾞﾀﾜｰ式
ターボ冷凍機

(冷温切替)

空冷HPﾁﾗｰ
(冷温切替)

水冷HPﾁﾗｰ
(冷温同時)

熱源構成・容量計画

総能力
冷 暖

総能力
冷 暖

運用実績の分析と熱負荷計算からの熱源システム再構築に
より、熱源能力を縮小、冷温水切替槽の廃止計画を策定。

改修前 改修後
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◆ 改修の目標と効果（省ＣＯ2効果）
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変圧器、駐車場換気改修の効果

空調システム再設計の効果

建物熱負荷抑制改修の効果標準比▲56%減

現状比▲30%減

2030年規制値(想定)
東京都CO2削減対策条例の第4計

画期間削減率が▲30％減の場合

の想定値（=条例基準年度値(当ビ

ルの'02～04平均値)×(1-0.3)）

※DECC(H20,事務所,ﾎﾃﾙ)、ﾌｨｯﾄﾈｽ産業協会(ｽﾎﾟｰﾂ棟)のﾃﾞｰﾀを参考に算定

●現状比▲30％減
●同規模･用途標準施設比▲56％減
●運用段階でZEB Ready化を目指す
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◆ 改修の目標と効果（ＺＥＢチャート）

ZEB
Ready

Nearly
ZEB

『ＺＥＢ』

※空気調和・衛生工学会「ZEBの定義と評価方法」、経産省「ＺＥＢロードマップ検討委員会中間と
りまとめ」を参考に作図。Reference値はDECC2010他に基づく。

Reference

2,590

'12～14 '02～04
本施設の実績

'19～21
本改修の目標

1,120 2,1811,595
【MJ/㎡年】
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消費

生
産

1.00.5
基準化需要量

Zｅｒｏ
Energy
Building

エネルギー消費量▲50％ZEBの領域



7

◆ サイネージとBELS認証

●ホテルロビー、オフィス棟エントランスにサイネージ
●BELS認証パネルをオフィス受付に掲示
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◆ 改修前後の実績（室内温湿度）
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温度：冷房期0.5℃低下，暖房期2℃上昇
湿度：冷房期同等，暖房期5%上昇

温度

（但し、温湿度は、1～22階の45か所平均値）

温湿度ともに室内環境が向上した。
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◆ 改修前後の実績（鉛直温度分布）

西側個室：足元で3℃低かったのが、2℃に改善
北側執務エリア：足元で2℃低かったのが、0.5℃に改善
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改修前 9時 改修後 9時
改修前 14時 改修後 14時

北側-執務エリア西側-個室

（但し、温度は1、2月の平日毎時平均値）
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◆ 改修前後の実績（消費電力量）
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専用部

共用部

変圧損失

オフィス棟電灯：予測値同等まで削減。今後調光率を調整
スポーツ棟動力・電灯：▲25％減で予測値以上の削減

オフィス棟（電灯） スポーツ棟（電灯＋動力）

3年度目で一部改修中

2年度目で改修完了
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◆ 改修前後の実績（全体消費電力量）

●改修完了後の各月実績は改修前実績に対して▲20％減
●建物の利用者数、利用状況などを考慮した分析


